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話題の本棚

雇
用
劣
化
の
真
の
要
因
は
Ａ
Ｉ
か
？　

労
働
社
会
の
未
来
を
考
え
る

　
「
Ａ
Ｉ
が
仕
事
を
奪
う
」
―
―
こ
ん
な
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
つ
い
先
日
も
象
徴
的
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
高
ク
オ
リ
テ
ィ
な
イ
ラ
ス

ト
を
も
の
の
数
秒
で
生
成
す
る
Ａ
Ｉ
が
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
可
能
な
形
で
公
開
さ

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
イ
ラ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
動
揺
と
議
論
が
巻
き

起
こ
さ
れ
た
の
だ
。
自
分
の
絵
に
価
値
が
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
人
、
こ
れ

か
ら
は
Ａ
Ｉ
を
上
手
く
活
用
し
て
絵
を
描
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考
え
る
人
、

イ
ラ
ス
ト
の
枠
を
超
え
た
エ
ン
タ
メ
が
ま
す
ま
す
加
速
す
る
と
予
測
す
る
人
。

綴
葉
読
者
は
ど
の
よ
う
な
未
来
を
予
想
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

学
者
や
政
治
家
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
間
で
主
流
な
の
は
、

既
存
の
仕
事
が
高
度
な
Ａ
Ｉ
を
組
み
込
ん
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
や
ロ
ボ

ッ
ト
に
代
替
さ
れ
、
人
間
の
仕
事
が
無
く
な
り
失
業
が
蔓
延
す
る
と
い
う
暗
い

未
来
予
想
図
だ
。
そ
う
な
れ
ば
人
々
は
も
は
や
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
（
Ｕ
Ｂ
Ｉ
）
が
必
要
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
左
派
の
論
者
の
中
に
は
こ
う
し
た
状
況
を
逆
手
に
取

り
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
の
波
を
裕
福
な
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
の
追
い
風
と
見

る
者
も
い
る
。
し
か
し
、
事
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

　

ベ
ナ
ナ
フ
は
本
書
に
お
い
て
、
左
右
両
方
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
言
説
が
技

術
決
定
論
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
ベ
ナ
ナ
フ
に
よ
る
と
、
雇
用

減
少
の
原
因
は
生
産
性
の
急
激
な
上
昇
で
は
な
く
、
経
済
全
体
の
生
産
量
の
伸

び
率
が
生
産
性
の
伸
び
よ
り
も
早
く
減
少
し
た
こ
と
に
あ
る
。
問
題
は
製
造
業

が
牽
引
し
て
い
た
資
本
の
利
潤
率
が
低
下
し
た
結
果
、
資
本
が
金
融
に
逃
避
し

て
、
実
体
経
済
へ
の
適
切
な
投
資
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

ベ
ナ
ナ
フ
は
さ
ら
に
、
失
業
は
黙
示
録
的
に
訪
れ
る
の
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ

ス
業
に
お
け
る
不
安
定
就
労
（「
半
失
業
」）
の
広
ま
り
と
、
労
働
者
階
級
全
体

の
相
対
的
窮
乏
化
（
不
平
等
の
拡
大
）
と
い
う
形
を
取
る
と
予
想
す
る
。
口
を

開
け
て
Ｕ
Ｂ
Ｉ
を
待
っ
て
い
て
も
、
経
済
的
不
平
等
や
資
本
―
労
働
関
係
に
影

響
を
与
え
る
ほ
ど
の
金
額
が
給
付
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
。
ベ
ナ
ナ
フ
の
未
来

図
は
と
も
す
る
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
論
よ
り
も
さ
ら
に
陰
鬱
だ
―
―
投
資
決

定
に
対
す
る
支
配
力
を
少
数
の
資
本
家
の
手
か
ら
奪
い
、
熟
議
に
よ
っ
て
技
術

と
所
得
を
適
切
に
配
分
す
る
た
め
に
、
人
々
が
立
ち
上
が
ら
な
い
限
り
は
。

　

本
書
は
、
著
者
の
現
状
分
析
と
未
来
予
想
、
既
存
の
理
論
の
批
判
的
検
討
、

変
革
の
提
案
と
新
し
い
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
明
快
な
主

張
を
軸
に
手
際
良
く
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
論
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
読
者
で
あ
っ
て
も
理
解
し
や
す
く
、

む
し
ろ
「
Ａ
Ｉ
と
仕
事
」
論
の
総
括
と
し
て
も
オ
ス
ス
メ
の
一
冊
で
あ
る
。

　

最
後
に
読
書
案
内
。
本
書
で
言
及
さ
れ
て
い
る
左
派
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
論

に
つ
い
て
は
、『
現
代
思
想
』（
青
土
社
）
二
〇
一
九
年
六
月
号
を
参
照
。
今
野

晴
貴
『
賃
労
働
の
系
譜
学
』（
青
土
社
）
は
、
日
本
固
有
の
労
働
事
情
と
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
論
の
接
続
を
試
み
て
い
る
。
技
術
発
展
の
政
治
性
や
課
題
の
官

僚
的
解
決
と
い
っ
た
論
点
を
掘
り
下
げ
た
い
読
者
に
は
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ

ー
バ
ー
『
官
僚
制
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
』（
以
文
社
）
を
推
薦
。�

（�

り
っ
ち
〜 

）

�

（
二
七
七
頁　

税
込
二
四
二
〇
円　

10
月
刊
）

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と

未
来
の
労
働

ア
ー
ロ
ン
・
ベ
ナ
ナ
フ
著

佐
々
木
隆
治
訳
　
堀
之
内
出
版
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話題の本棚

あ
り
ふ
れ
た
日
常
を
、み
つ
め
る
。

　

私
は
意
識
の
周
辺
か
ら
吹
き
あ
げ
て
く
る
風
に
身
を
ま
か
せ
、
こ
の
見
慣
れ

　

た
街
の
中
へ
と
歩
み
を
す
す
め
る
。
そ
し
て
往
来
の
き
わ
で
写
真
を
撮
る
。

�
―
―
『
見
慣
れ
た
街
の
中
で
』
序
文
よ
り

　

写
真
家
、
牛ご

ち
ょ
う
し
げ
お

腸
茂
雄
（
一
九
四
六

－

一
九
八
三
）。
幼
少
期
に
患
っ
た
胸
椎

カ
リ
エ
ス
に
よ
り
身
体
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
い
な
が
ら
も
、
高
校
卒

業
後
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
し
て
上
京
。
専
門
学
校
で
写
真
家
大
辻
清
司
と
出

会
い
、
写
真
の
才
能
を
見
出
さ
れ
る
と
、
卒
業
後
は
闘
病
し
な
が
ら
写
真
家
と

し
て
活
動
し
、
三
六
歳
で
そ
の
短
い
生
涯
を
終
え
る
ま
で
に
三
冊
の
写
真
集
を

出
版
し
た
。
死
後
に
再
評
価
の
機
運
が
高
ま
り
、
今
年
も
渋
谷
で
回
顧
展
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
昭
和
を
代
表
す
る
日
本
の
写
真
家
の
一
人
と
し
て
今
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
牛
腸
が
生
涯
に
発
表
し
た
写
真
集
や
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
な

ど
の
六
つ
の
作
品
を
、
贅
沢
に
も
一
冊
の
作
品
集
に
ま
と
め
た
の
が
本
書
だ
。

ず
っ
し
り
と
し
た
、
物
質
と
し
て
の
存
在
感
も
あ
る
こ
の
作
品
集
に
、
一
人
の

写
真
家
の
す
べ
て
が
つ
ま
っ
て
い
る
。

　

一
九
七
一
年
発
表
の
写
真
集
『
日
々
』
か
ら
本
書
は
は
じ
ま
る
。
被
写
体
は

高
度
経
済
成
長
期
を
生
き
る
人
び
と
。
白
人
の
家
族
、
子
ど
も
、
犬
、
飛
行
機
。

モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
で
淡
々
と
写
し
だ
さ
れ
て
い
く
な
に
げ
な
い
ス
ナ
ッ
プ
か
ら
、

欧
米
の
文
化
が
東
京
の
ま
ち
に
受
容
さ
れ
、
日
常
の
一
部
と
し
て
浸
透
し
て
い

く
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

　

続
く
『
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｆ　

Ａ
Ｎ
Ｄ　

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
』（
一
九
七
七
）
で
牛
腸
は
、

身
近
な
人
び
と
を
写
し
た
。
近
所
の
子
ど
も
た
ち
、
友
人
、
家
族
、
被
写
体
と

な
っ
た
人
び
と
は
み
な
カ
メ
ラ
を
み
つ
め
て
い
て
、
そ
の
表
情
は
ど
こ
か
戸
惑

い
、
こ
わ
ば
っ
て
い
る
。
言
葉
で
は
表
し
き
れ
な
い
撮
影
時
の
複
雑
な
感
情
が
、

確
か
に
写
さ
れ
て
い
る
。
鑑
賞
者
は
写
真
を
介
し
て
撮
影
者
に
置
き
換
わ
り
、

他
者
で
あ
る
被
写
体
か
ら
み
つ
め
ら
れ
る
。
作
品
集
の
テ
ー
マ
で
あ
る
自
己
と

他
者
の
関
係
は
、
こ
の
よ
う
に
撮
影
者
と
被
写
体
と
の
関
係
と
し
て
表
現
さ
れ

て
い
る
が
、
終
盤
の
セ
ル
フ
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
で
牛
腸
自
身
が
写
さ
れ
る
と
、
鑑

賞
者
は
突
如
と
し
て
撮
影
者
で
あ
る
牛
腸
と
対
面
す
る
。
撮
影
者
で
あ
る
は
ず

の
牛
腸
か
ら
み
つ
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
ら
が
被
写
体
と
し
て
写
真
集
に
閉
じ

こ
め
ら
れ
る
か
の
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
る
。
写
真
の
持
つ
、
見
る
側
と
見
ら
れ

る
側
の
非
対
称
な
関
係
が
、
そ
し
て
自
己
と
他
者
の
関
係
さ
え
も
が
、
揺
ら
ぐ
。

　
『
見
慣
れ
た
街
の
中
で
』（
一
九
八
一
）
で
は
一
転
し
、
東
京
に
生
き
る
人
び

と
の
姿
を
、
鮮
や
か
な
カ
ラ
ー
写
真
で
捉
え
た
。
低
身
長
だ
っ
た
牛
腸
が
都
市

の
中
に
溶
け
込
ん
で
撮
影
し
た
と
い
う
身
体
的
体
験
が
、
ロ
ー
ア
ン
グ
ル
、
ブ

レ
、
傾
き
な
ど
の
動
き
の
あ
る
写
真
表
現
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　

牛
腸
の
作
品
に
、
特
別
な
も
の
は
写
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
あ
り
ふ
れ
た

日
常
を
切
り
取
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
鑑
賞
者
は
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
作
品
世

界
に
深
く
の
め
り
こ
み
、
感
性
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
二
四
八
頁　

税
込
八
八
〇
〇
円　

11
月
刊
）

牛
腸
茂
雄
全
集

作
品
編

牛
腸
茂
雄
著

赤
々
舎
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　国民的アニメとして人気
を誇る「サザエさん」。そ
の漫画原作者である長谷川
町子について知っている人
はどれくらいいるだろう。
　本書は、とにかく絵が好
きだった幼少期から、胃を
痛めながら漫画を描く作家としての日々まで
を語るエッセイ集である。彼女の人生は波瀾
万丈だ。ひょんな一言から、当時爆発的な人
気のあった『のらくろ』の作者、田河水泡の
弟子になる。いくつもの雑誌で連載を持つよ
うになるも、戦争の渦に巻き込まれていく。
戦後の紙のない時代に姉妹で『サザエさん』
を出版にこぎつけたものの、店に並べにくい
型だったため全て返品されてしまう……と、
こんな調子である。面白おかしい語りに思わ
ず笑ってしまうが、父親を早くに亡くし娘 3
人と母親での暮らしで、「母の良心的な主義」
もあって来月の家賃の貯えはなかったそうだ。
　本書には文章と漫画の中間のような特徴的
な表現が使われている。「私」や「姉」とい
った文字の横に、顔が表情豊かに描かれてい
たり、「バカ」と文中に出てくる箇所にはカ
バが逆さまに笑っていたりと、文字の合間に
こまごまと絵が散りばめられていて視覚的に
も楽しい。絵を細部まで描くことで有名な著
者は、本書も道端の看板から通行人の表情ま
でもを丁寧に描いている。当時は何気ない描
写だったのかもしれないが、現代の私たちが
戦前から戦後にかけての日本の暮らしを想像
する手がかりとなっている。
　旅行や別荘の話をするときも、著者の視線
はツアーのメンバーや近所の野良犬などあく
までささやかなものに向けられる。お話の一
つ一つがどこか懐かしく優しい、色褪せるこ
とのないエッセイ集。� （�茫漠 ）
� （130 頁　税込 1320 円）

サザエさんうちあけ話
長谷川町子著
朝日新聞出版

　

私
は
昔
か
ら
自
伝
／
評
伝
が
好
き
で
し
た
。
難
解
な
哲
学
書
に
挑
む
と

き
も
、
私
は
そ
の
前
に
ま
ず
、
そ
れ
を
書
い
た
哲
学
者
の
自
伝
／
評
伝
に

目
を
通
す
こ
と
が
多
い
で
す
。
哲
学
者
の
人
生
の
物
語
を
知
る
こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
は
ど
こ
か
疎
遠
な
も
の
に
思
え
て
い
た
哲
学
書
に
、
な
ん
だ
か

温
か
み
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
気
が
す
る
か
ら
で
す
。

い
わ
ば
そ
の
本
の
人
間
味
が
増
す
の
で
す
。
と
も
あ
れ
、
自
伝
／
評
伝
は

良
い
も
の
で
す
。
そ
れ
を
読
み
通
せ
ば
、
ひ
と
り
の
人
間
の
人
生
を
丸
ご

と
追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
。
そ
ん
な
こ
と
を
可
能
に
し

て
く
れ
る
も
の
は
、
ほ
か
に
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

（
ぱ
や
）

特集

自伝・評伝
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　「私はモンサヴォン石鹸
の牝牛の乳房から生まれた。
41 歳の時だ。」
　彼の名はレイモン・サヴ
ィニャック（1907 － 2002）、
フランスを代表するアー
ル・デコのポスター画家だ。
本書の表紙にもなっている牝牛のポスターで
一躍有名となったサヴィニャックは、それか
ら 50 年以上にわたってパリをはじめとする
世界中の街をポスターで彩ってきた。一目見
ただけで理解できるシンプルな構図と色彩を
用い、ユーモラスで機知に富んだ彼の作品た
ちは、今も多くの人に愛されている。
　本書は、そんなサヴィニャックの自伝だ。
幼少期を過ごしたパリの下町、あまり身が入
らなかった兵役、師匠との出会い、芽が出ず
転職と解雇を繰り返す日々、突如訪れる転機
と成功、そして人気作家になるという激動の
半生が、飾らない素朴な文体で描かれる。金
のない人生だったが、彼の周りにはいつも人
がいた。両親の経営する食堂の常連や子ども
の頃に憧れた自転車競技の選手、兵役を共に
耐えた仲間、アール・デコの巨匠であった師
匠、そして自らの才能を信じて仕事を回し続
けてくれた広告業者の恩人。彼らとの日々が
語られる中で、20 世紀前半のフランスの日
常が浮かび上がってくる。随所で繰り広げら
れる創作論・ポスター論も興味深い。
　また、ビジュアル編と銘打っている通り、
本書には彼の作品が 70 点フルカラーで掲載
されている。モンサヴォン牛乳石鹸はもちろ
ん、エールフランスやダンロップタイヤとい
った代表作に加えて、森永ミルクチョコレー
ト、としまえんなど、日本で手掛けたポスタ
ーも見ることができる。サヴィニャックの世
界を隅々まで堪能できる一冊。�（�たいやき ）
� （269 頁　税込 4620 円）

　破天荒で偏屈な奇才・マ
ルクスと、情熱を秘めた心
優しい好青年・エンゲルス。
二人はどのようにして出会
い、『資本論』を書くに至
ったのか。
　本書は二〇一八年に公開
された伝記的映画「カール・マルクス生誕二
〇〇年記念作品『マルクス＆エンゲルス』」を
下敷きに、二人の生涯を描く漫画作品である。
　伝記×漫画と聞くと子供向けの学習マンガ
が想像されるかもしれないが、本書は一味違
う。まず漫画を担当する丸川氏は少女漫画家
で、マルクスとエンゲルスがとにかくカッコ
イイ。二人の妻との出会いや結婚までの紆余
曲折にはときめくこと間違いなしだ。その上
なんといってもマルクスとエンゲルスの対照
的なキャラクター。自由主義者の父の影響を
受け我が道を突き進むマルクスと、工場主の
息子に生まれ自分の立場に苦悩するエンゲル
ス。批判屋で怒りっぽいが一途なマルクスと、
素直で人当たり良いがプレイボーイな一面も
あるエンゲルス。そんな生まれも性格も違う
二人が互いを認め合う姿には、少年漫画のよ
うな熱い友情が感じられる。
　シナリオの面でも、他の思想家との議論の
シーンは紙の上だけではない人間関係を含め
て描かれており、ややコミカル＆痛快な描写
を通じてマルクス＆エンゲルスの思想の特徴
を分かりやすく掴むことが出来る。また、他
の共産主義組織との対立・同盟といった駆け
引きや、国家による弾圧や借金取りに追われ
ながら各国を転々とする様子などは、先の読
めない展開にワクワクさせられる。
　現在①～③巻発売中、完結第④巻は近日発
売予定。この機会に一気読みしてみるのはい
かがだろうか。� （�りっち～ ）
� （102 頁　税込 715 円）

レイモン・サヴィニャック自伝
ビジュアル版

レイモン・サヴィニャック著
谷川かおる訳　小学館

マルクス・エンゲルス
vol.1
野口美代子・丸川楠美・中村敬二著

高文研
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　ノーベル文学賞を受賞し
ているユダヤ系作家カネッ
ティは、小説『眩暈』（1935）
で有名である。そこから一
歩進んでこの文人を深堀り
することが、本書の目的に
は掲げられている。にもか
かわらずこの眼目は徐々に周縁化し、別の作
家へと話の中心が移りさえする。しかしその
変転し、他者の中に紛れさせる言葉が、作家
の本質を何よりも浮き彫りにするのである。
　カネッティは「変身」の理を説く。単独の
自己で在りつつ異質な他者になり得る力が、
個性や権力に執着する近代人の病理に歯止め
をかけるからだ。「私」が「私」として生き
ていることの偶然性を考慮しない者は、誇大
妄想や独裁思考に陥りかねない。著者は『眩
暈』を同時代言説と比較し、ナチズムに動機
づけられた大著『群衆と権力』を分析しなが
ら、カネッティの神髄に迫っていく。
　本書が一個人を対象とする評伝でありなが
ら、彼の妻ヴェーザら他の作家にも章を割り
当てる理由も、「変身」の観点から推察され
得るように思われる。知られざる作家であっ
たヴェーザの生涯と著作に注目することで、
夫のエリアスとの相違点が明かされると同時
に、両者の分かち難い関係性が読み解かれて
いく。その過程では、エリアスの連作自伝で
は手つかずのままにされた夫妻のファシズム
体験の重要性にも目が向けられる。統一され
た個の確立に終始しないこの評伝は、結果と
して非常に固有のかたちで個の「変身」の可
能性を読者に披露してくれることだろう。
　遺稿研究のために訪れたチューリヒで、著
者はカネッティの娘と邂逅する。その経緯が
書かれたコラムも含め、様々な人の表情が伝
わってくる一冊である。� （�とよ ）
� （376 頁　税込 3850 円）

　先日、三十三間堂を訪れ
た。まだ夏の気配が残る時
節だったが、御堂のなかは
奇妙なほどに涼しかった。
無数に立ち並ぶ千手観音像
を観ながら私が思ったこと、
それは自分を表現するため
ではなく、自分を超えた存在のために何かを
つくるとき、その作品は美しいものになるの
ではないかということだった。須賀敦子の文
学は、私にとってそうした作品のひとつであ
る。彼女はその言葉を、何か大いなるものに
向けて放っているのではないか。そしてだか
らこそ、それは美しいのではないか――。
　本書は、須賀敦子の「霊性」に迫った記念
碑的評伝である。生まれてから死ぬまでの須
賀の生涯を「霊性」という視座から描き直し
てみること、それが本書の目的である。生後
すぐにカトリック教会で洗礼を受けた著者の
若松氏は、これまで「カトリック批評家」と
して、様々な人物の生涯を真摯に描き出して
きた。本書もその系譜に連なるものであり、
本書からは、たんなる「作家」としての須賀
ではなく、霊性の道をひとり生きた「キリス
ト者」としての須賀の姿が浮かび上がる。こ
こでの霊性とは、超越的なもの＝大いなるも
のを希求する本能のこと。須賀はこの霊性を
内に宿しつつ、感性的世界と霊性的世界のあ
わいにとどまりながら、死の直前まで言葉を
紡ぎ続けた。文学者、思想家、信仰者――須
賀のなかには、これら三つの精神が共在して
いる。本書はこの共在のありようを描き出す。
　「この作者とは深い交わりになる、作品を
読む前からそう感じることが稀にだがある」
と著者は言う。著者にとってその作者とは須
賀だった。それは私にとってもそうだったし、
あなたにとってもそうかもしれない。（�ぱや ）
� （480 頁　税込 2970 円）

エリアス・カネッティ
生涯と著作

須藤温子著　月曜社

霧の彼方　須賀敦子
若松英輔著

集英社
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　時はアメリカ黄金時代。
世界を股にかけ、未知の果
物を追い求めるプラントハ
ンターがいた。その男の名
はデヴィッド・フェアチャ
イルド。相棒と共に幾多の
苦難を乗り越え、移民の国
アメリカの貧しい食卓を改革したのである！
　まるでどこかの少年漫画のあらすじのよう
だが、現実にあったことなのだ。今や手に入
らない物は何もないと言っても過言ではない
というアメリカだが、ほんの百数十年前まで
は食べ物といえば移民たちが植民地に持ち込
んだ僅かなものしかなかった。そんな貧しい
食卓へ鮮やかな彩りをもたらしたのが、本著
の主人公フェアチャイルドである。彼は資産
家で世界周遊がライフワークのラスロップを
相棒に、海路・陸路を縦横無尽に駆け回った。
黄熱病で生死を彷徨い、ロバと共に奈落の淵
に落ちかけたこともあった。数々の困難に見
舞われながらも、彼らは祖国に果物を送り続
けた。アボカド、デーツ、シトロン、桜等々。
今では当たり前にあるこれらは、全て彼らが
世界からハンティングしたものなのだ。波瀾
万丈な物語の結晶たちなのである。
　後年、結婚したフェアチャイルドは旅をや
め、植物導入事務局の職務に就いた。有望な
後継プラントハンターも現れ順風満帆に思え
た彼の人生に、影が差す。戦争と検疫法だ。
しかも検疫支持者の筆頭が幼馴染みというの
だから、ますます物語じみている。バトルの
勝敗についてはここでは伏せておこう。
　少年漫画のヒーローのような人物だったフ
ェアチャイルド。その目は死ぬまで好奇心に
輝いていた。グローバル化によりどんどん狭
くなっている世界の中で、この本を開き、
瑞々しく広大な冒険へ繰り出そう。�（�黄丹 ）
� （392 頁　税込 3190 円）

　特集の最後に、非常にマ
イナーだが不思議な人物に
ついての評伝を挙げてみた
い。
　幕末～明治にかけて、ひ
たすら「攘夷」を唱えた人
がいた。本書で紹介される
佐田介石という人物である。幕府側と尊王攘
夷側とが激しく争っていた京都の片隅に実は
介石もいた。ただし、薩長がやがて倒幕をメ
インに考えたのに対し、「攘夷」にこだわっ
た介石は次第に時代に取り残された者とみな
されるようになったようだ。
　明治になると、彼は新政府への批判者とし
て活動を続けた。たとえば政府はキリスト教
を弾圧する一方で廃仏毀釈の方針を打ち出し
て仏教も抑圧した。浄土真宗の僧侶であった
介石はこうした政府の姿勢に対する批判も感
じていたのだろう。他にも、太陰暦を廃して
太陽暦を採用する政策に対して、民心を蔑ろ
にするものだといった批判については、在野
の活動家ならではの鋭さがあるといえる。
　彼の主張は時代遅れと思える一方で、不思
議に心に訴えかけるものがある。たとえば輸
入品を使わず国産品を使うべきだという「ラ
ンプ亡国論」などの主張の内容は笑えるもの
であるが、その底にある、貿易自由化で国内
産業が弱体化する、といった観点はこの何十
年かの間にも何回も出現していた気がする。
　新しい思想を闇雲に高く評価し、無批判に
それに追随するという当時の風潮に対して�
Ｎｏを唱えた人、佐田介石。最後には博覧会
で仏教的な天動説を実際に見せるカラクリ模
型を出展したという。彼の遊説は多数の観客
がいたという話からも、西洋がもたらした
「近代」に皆諸手を挙げて歓迎したわけでは
ないという一面を知ることができる。�（�ねこ ）
� （480 頁　税込 4840 円）

食卓を変えた植物学者
ダニエル・ストーン著
三木直子訳　築地書館

文明開化に抵抗した男
佐田介石　1818-1882

春名徹著　藤原書店
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

砂
丘
律

千
種
創
一
著

ち
く
ま
文
庫

　
〈
瓦
斯
燈
を
流
砂
の

ほ
と
り
に
植
え
て
い
き
、

そ
う
だ
ね
、
そ
こ
を
街

と
呼
ぼ
う
か
〉。
本
歌

集
は
こ
の
一
首
に
よ
り
読
者
を
誘
う
―
―
日
本
、
中

東
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら
も
が
混
ざ
り
合
う
世
界
へ
と
。

　

著
者
の
千
種
創
一
氏
は
東
京
外
国
語
大
学
で
ア
ラ

ビ
ア
語
を
専
攻
。
卒
業
後
は
中
東
に
在
住
し
て
い
た
。

本
作
は
著
者
初
の
歌
集
が
文
庫
化
さ
れ
た
も
の
だ
。

彼
の
歌
は
現
代
短
歌
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
三

一
音
の
ル
ー
ル
を
守
り
つ
つ
も
従
来
の
短
歌
よ
り
自

由
な
歌
を
指
す
。
本
作
の
自
由
さ
は
〈
あ
っ
、
ビ
デ

オ
に
な
っ
て
る
〉
の
よ
う
な
言
葉
使
い
や
、
ア
ラ
ビ

ア
語
や
中
国
語
等
の
詩
が
引
用
さ
れ
る
点
に
あ
る
。

　

本
作
の
焦
点
は
主
に
ヨ
ル
ダ
ン
に
あ
り
、
私
の
関

心
も
そ
こ
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
昨
年
京
都
シ
ネ
マ

で
上
映
さ
れ
た
、
ヨ
ル
ダ
ン
が
舞
台
と
さ
れ
る
映
画

『
灼
熱
の
魂
』
で
熾
烈
な
戦
い
を
見
て
衝
撃
を
受
け

た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
最
近
ヨ
ル
ダ
ン
を
観
光
で
訪

れ
た
知
人
の
様
子
を
見
る
限
り
、
そ
の
影
一
つ
な
い
。

マ
イ・
プ
レ
ゼ
ン
ト

青
山
美
智
子
著　

Ｕ

－

ｋ
ｕ
絵

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
社

　

青
と
い
う
の
は
、
他

に
も
増
し
て
不
思
議
な

色
だ
と
思
う
。
広
く
て

深
く
て
、
世
界
そ
の
も

の
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
た
り
も
す
る
。
空
も

海
も
、
た
く
さ
ん
の
色
を
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
青

の
印
象
が
大
き
く
て
、
生
物
の
始
原
は
青
の
世
界
で

生
ま
れ
た
の
か
も
と
妄
想
し
た
り
。
悲
し
み
も
爽
快

も
幸
せ
も
、
永
遠
の
青
い
春
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
著
は
青
の
世
界
を
描
き
書
い
た
本
。
小
説
『
赤

と
青
の
エ
ス
キ
ー
ス
』
の
装
画
家
の
水
彩
画
と
著
者

の
シ
ョ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
が
織
り
込
ま
れ
た
一
冊
。

　
「
私
は
も
う
と
っ
く
に
、
そ
の
小
さ
な
亀
裂
に
気

が
つ
い
て
い
た
。

　

知
ら
な
い
ふ
り
で
、
う
ま
く
や
っ
て
い
る
よ
う
に

取
り
繕
い
な
が
ら
。

　

私
は
あ
え
て
、
そ
れ
を
修
繕
し
な
い
こ
と
を
選
ん

だ
。

　

傷
口
の
よ
う
な
そ
の
裂
け
目
が
も
っ
と
大
き
く
開

か
れ
て
い
く
こ
と
を
、
心
の
ど
こ
か
で
願
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
っ
て
私
は
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
何
か
が
生
ま
れ

出
て
く
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

　

少
し
、
こ
わ
い
け
ど
。」

　
『
裂
け
目
』
と
い
う
名
を
与
え
ら
れ
た
一
編
。
濃

い
青
、
淡
い
青
、
グ
レ
ー
が
か
っ
た
青
、
赤
が
混
じ

っ
た
青
が
滲
む
世
界
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
柔
ら
か
な

黄
色
が
宿
る
。
宇
宙
と
、
地
球
の
夜
空
を
切
り
貼
り

し
た
み
た
い
。
全
然
夜
風
の
冷
た
さ
は
な
く
て
、
見

て
い
る
と
じ
わ
ー
と
ぬ
く
も
り
が
広
が
る
。
円
を
つ

く
っ
て
伸
び
る
一
筋
の
線
は
、
優
し
い
薄
黄
色
で
幸

せ
な
未
来
を
紡
ぐ
予
感
。「
大
切
な
大
切
な
あ
な
た

と
私
へ
。」
贈
り
物
に
し
て
ほ
し
い
作
品
。

�

（�

黄
丹 

）

�

（
一
一
二
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

7
月
刊
）

情
勢
が
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
首
を
傾
げ
つ
つ
歌

集
を
開
い
た
私
を
次
の
一
首
が
突
き
刺
し
た
―
―

〈
手
の
ひ
ら
の
液
晶
の
な
か
中
東
が
叫
ん
で
い
る
が

次
、
と
ま
り
ま
す
〉。

　

バ
ス
に
乗
っ
て
ス
マ
ホ
を
見
る
。
降
車
ボ
タ
ン
を

誰
か
が
押
す
。
日
本
で
は
普
通
の
光
景
だ
。
一
方
で
、

殺
し
合
い
が
、
人
種
差
別
が
、
言
論
弾
圧
が
ス
マ
ホ

の
な
か
で
は
「
普
通
の
光
景
」
だ
。
そ
の
事
実
が
歌

を
も
っ
て
知
ら
し
め
ら
れ
る
。
著
者
は
ヨ
ル
ダ
ン
で

旅
人
で
は
な
く
住
人
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
が
詠
む

の
は
そ
こ
で
生
き
る
人
々
だ
。
彼
ら
の
生
き
る
世
界

は
本
歌
集
を
開
け
ば
す
ぐ
そ
こ
に
。�

（�

前
髪 

）

�

（
二
八
八
頁　

税
込
八
八
〇
円　

11
月
刊
）
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ポ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア

最
後
の
夏
に

工
藤
正
廣
著

未
知
谷

　

私
た
ち
は
こ
の
世
界

に
生
ま
れ
落
ち
、
死
ん

で
そ
こ
か
ら
去
っ
て
ゆ

く
。
そ
れ
は
ほ
ん
の
束

の
間
の
滞
在
に
す
ぎ
な
い
。
私
と
い
う
ひ
と
り
の
人

間
が
こ
の
世
界
に
生
き
た
痕
跡
な
ど
、
す
ぐ
さ
ま
消

え
ゆ
く
か
に
思
え
る
。
し
か
し
、
と
著
者
は
言
う
。

誰
か
が
私
た
ち
の
こ
と
を
憶
え
て
い
て
思
い
出
す
か

ぎ
り
、「
歳
月
は
た
だ
単
に
雲
の
よ
う
に
流
れ
去
っ

た
の
で
も
な
け
れ
ば
、
水
の
よ
う
に
流
れ
去
っ
た
わ

け
で
も
な
い
と
思
う
の
だ
よ
」。
誰
か
が
私
を
記
憶

す
る
。
そ
し
て
私
は
死
を
超
え
る
。「
き
み
は
そ
の

よ
う
に
し
て
生
き
残
る
。
生
き
残
っ
て
、
風
に
触
れ
、

春
に
巡
り
合
う
」。本
書
は
そ
の
記
憶
の
試
み
で
あ
る
。

　

戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
た
一
年
後
、
一
九
八
四
年
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
、
著
者
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
の
日
本

語
教
師
と
し
て
降
り
立
っ
た
。
任
期
は
一
年
だ
っ
た
。

本
書
は
そ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
一
年
間
を
、
小
説
＝

物
語
と
い
う
形
式
を
通
じ
て
甦
生
さ
せ
た
「
現
実
の

お
と
ぎ
話
」
で
あ
る
。
著
者
の
化
身
で
あ
る
主
人
公

の
マ
サ
リ
ク
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
出
会
っ
た
人
び
と

と
の
思
い
出
を
、
そ
し
て
彼
ら
の
内
に
秘
め
や
か
に

折
り
た
た
ま
れ
た
記
憶
や
歴
史
を
語
り
出
す
。「
今

生
き
て
い
る
ぼ
く
が
こ
の
よ
う
に
書
く
こ
と
で
、
し

ば
し
で
は
あ
っ
て
も
、
愛
お
し
い
彼
ら
は
こ
の
世
に

生
き
る
と
い
う
」
希
望
を
込
め
て
。
お
そ
ら
く
著
者

は
、
本
書
を
通
じ
て
、「
こ
の
よ
う
な
人
生
も
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
き
っ
と
覚
え
て
お
い
て
欲
し
い
と

思
う
の
で
す
」
と
い
う
切
な
る
願
い
に
応
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
の
人
生
、
砂

の
粒
ほ
ど
も
あ
る
人
生
の
ひ
と
つ
が
、
誰
か
に
記
憶

さ
れ
、
そ
し
て
ふ
い
に
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
―
―
。

　

私
た
ち
は
「
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
束
の
間
」
だ
。
だ

か
ら
こ
そ
本
書
の
試
み
に
は
意
味
が
あ
る
。（�

ぱ
や 

）

�

（
二
三
二
頁　

税
込
二
七
五
〇
円　

9
月
刊
）

　

食
、
そ
れ
が
政
治
を

動
か
し
た
。
本
書
が
語

る
の
は
単
な
る
料
理
の

歴
史
で
は
な
い
。
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
食
糧
統
制
が
生
ん
だ
悲
惨
な
現
実
と
、
そ

れ
に
抗
お
う
と
す
る
人
々
の
創
意
工
夫
、
さ
ら
に
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
フ
ァ
ス
ト
化
す
る
食
の
世
界
に
お

け
る
倫
理
的
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
の
食
糧
事
情
に
は
常
に
欠
乏
が
伴
っ
た
。

統
一
直
後
の
一
九
世
紀
後
半
か
ら
既
に
、
イ
タ
リ
ア

の
民
は
飢
え
て
い
た
。
人
口
と
土
地
の
生
産
能
力
が

釣
り
合
わ
な
い
上
に
、
流
通
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て

い
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
べ
く
政
府

は
様
々
な
方
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
食
糧
不
足
の
解

決
は
ず
っ
と
後
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
待
た
ね
ば
な

ら
な
い
。
で
は
、
政
府
は
飢
え
に
対
し
い
か
な
る
対

策
を
講
じ
た
の
か
。
フ
ァ
シ
ス
ト
政
府
は
国
民
に
対

し
、
禁
欲
的
な
消
費
こ
そ
が
健
全
な
栄
養
摂
取
の
実

践
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
科
学
者
た
ち
に

よ
っ
て
推
奨
さ
れ
た
消
費
カ
ロ
リ
ー
は
、
現
代
推
奨

さ
れ
て
い
る
値
の
七
割
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

　

欠
乏
が
生
む
負
の
面
が
あ
る
一
方
で
、
貧
し
さ
は

イ
タ
リ
ア
料
理
の
基
本
性
質
を
生
ん
だ
。
確
か
に
イ

タ
リ
ア
料
理
と
言
わ
れ
て
思
い
浮
か
ぶ
も
の
は
、
シ

ン
プ
ル
な
材
料
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま

た
、
限
ら
れ
た
材
料
で
少
し
で
も
食
に
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
出
そ
う
と
し
た
工
夫
が
、
現
在
の
伝
統
的
な

イ
タ
リ
ア
料
理
に
も
溶
け
込
ん
で
い
る
の
だ
。

　

飽
食
・
大
量
消
費
の
時
代
に
あ
っ
て
、
多
く
の
人

間
が
食
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
や
め
て
い
る
。

「
空
腹
は
最
高
の
調
味
料
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の

だ
。
今
日
は
パ
ス
タ
の
気
分
の
あ
な
た
、
こ
の
本
を

読
ん
で
食
の
未
来
に
想
い
を
巡
ら
せ
つ
つ
、
じ
っ
く

り
お
腹
を
減
ら
し
て
み
て
は
い
か
が
。�

（�

は
ら
ん 

）

�

（
三
六
〇
頁　

税
込
三
七
四
〇
円　

8
月
刊
）

イ
タ
リ
ア
料
理
の
誕
生

キ
ャ
ロ
ル
・
ヘ
ル
ス
ト
ス
キ
ー
著

小
田
原
琳
・
秦
泉
寺
友
紀
・
山
手
昌
樹
訳

人
文
書
院
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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
　
虚
像
の
森

ア
ン
ッ
シ
・
ヨ
キ
ラ
ン
タ
ほ
か
著

田
中
淳
夫
監
訳　

上
山
美
保
子
訳

新
泉
社

　
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」

そ
の
国
の
名
前
を
聞
く

と
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人

も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
社
会
福
祉
の
充
実
な
ど
の

理
由
か
ら
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
度

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
常
に
上
位
に
選
ば
れ
て
い
る
国
で

あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
環
境
的
な
社
会
の
推
進
に
も

前
向
き
で
、
そ
れ
は
林
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、

日
本
の
多
く
の
林
業
関
係
者
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
林

業
を
見
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
本

書
で
は
そ
の
“
持
続
的
な
”
林
業
、
森
林
に
対
し
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
森
林
を
愛
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

達
や
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
疑
問
を
投
じ
た
一
冊
と
な
っ

て
い
る
。

　

全
体
的
に
は
過
去
、
現
在
、
未
来
へ
と
時
間
が
流

れ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
本
で
あ
る
。
か
つ
て
の
美

し
い
森
の
状
態
を
、
地
元
住
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら
思
い
起
こ
さ
せ
る
章
も
あ
れ
ば
、
画
一
的
な
樹

木
だ
け
を
育
て
た
結
果
、
害
虫
が
大
量
発
生
し
て
い

る
と
い
う
現
在
の
人
工
林
の
課
題
を
深
掘
り
す
る
章

も
あ
る
。
ま
た
、
林
業
だ
け
で
は
な
い
新
た
な
森
林

大
い
な
る
錯
乱

気
候
変
動
と〈
思
考
し
え
ぬ
も
の
〉

ア
ミ
タ
ヴ
・
ゴ
ー
シ
ュ
著

三
原
芳
秋
・
井
沼
香
保
里
訳　

以
文
社

　

今
年
の
六
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
の
パ
キ
ス

タ
ン
の
洪
水
で
三
三
〇

〇
万
人
が
避
難
を
強
い

ら
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
言
わ
れ
て
も
、

頭
に
霧
が
か
か
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
被
害
の
規
模
を

リ
ア
ル
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
書
で
著

者
が
「
気
候
変
動
の
危
機
は
ま
た
文
化
の
危
機
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
想
像
力
の
危
機
で
も
あ
る
」（
一

六
頁
）
と
書
く
の
は
、
そ
う
し
た
意
味
合
い
に
お
い

て
だ
ろ
う
。
当
時
Ｓ
Ｆ
愛
読
者
の
知
人
す
ら
こ
う
言

っ
て
い
た
。「
国
土
の
三
分
の
一
が
水
没
す
る
洪
水

な
ん
て
小
説
で
も
あ
り
え
な
い
」。
自
身
も
世
界
的

な
作
家
で
あ
る
ゴ
ー
シ
ュ
は
、
本
書
で
こ
う
問
い
か

け
る
。
な
ぜ
文
学
は
気
候
危
機
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
描

く
こ
と
に
失
敗
し
て
き
た
の
か
？　

彼
は
そ
の
原
因

を
近
代
小
説
の
成
り
立
ち
そ
の
も
の
の
内
に
見
出
す
。

地
域
や
時
代
を
ま
た
い
で
多
様
な
文
学
作
品
を
取
上

げ
、
地
質
学
の
歴
史
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
論
証
を

進
め
て
い
く
そ
の
理
路
は
、
文
学
批
評
と
し
て
も
稀

に
見
る
ス
リ
ル
と
射
程
の
広
さ
を
備
え
て
い
る
。

　

本
書
の
話
題
は
文
学
の
み
な
ら
ず
歴
史
や
政
治
に

ま
で
及
ぶ
が
、
ベ
ン
ガ
ル
地
方
出
身
な
だ
け
あ
り
、

ゴ
ー
シ
ュ
の
議
論
で
は
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
、
そ
し
て

植
民
地
主
義
の
歴
史
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

帝
国
主
義
は
い
か
に
気
候
危
機
と
相
互
に
絡
ま
り
合

い
、
気
候
を
め
ぐ
る
政
治
を
困
難
な
も
の
に
し
て
い

る
の
か
。
多
様
な
学
問
分
野
を
横
断
し
な
が
ら
そ
の

問
い
に
答
え
よ
う
と
す
る
本
書
は
、
軍
事
的
な
侵
略

や
占
領
が
止
む
こ
と
を
知
ら
ず
続
い
て
い
る
現
在
の

世
界
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
資
源
に
な
る

だ
ろ
う
。
併
録
さ
れ
た
訳
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
、
本
編
の
議
論
を
幅
広
い
文
脈
へ
と
開
い
て
お
り

勉
強
に
な
る
。�

（�

投
稿
・
ド
フ
ニ 

）

�

（
三
三
六
頁　

税
込
二
九
七
〇
円　

10
月
刊
）

と
の
向
き
合
い
方
を
考
え
る
章
も
あ
り
、
ペ
ー
ジ
を

進
め
る
こ
と
で
森
林
が
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
自
然

と
理
解
で
き
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
近
現
代
史
を
振

り
返
り
つ
つ
、
森
林
の
役
割
を
読
み
や
す
く
綴
っ
た

本
に
な
っ
て
い
る
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
な
ど
画
一
的
な
指
標
の
達
成

が
本
当
に
良
い
地
球
環
境
、
持
続
的
な
社
会
を
創
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
は
そ
の
目
標

さ
え
遠
の
く
よ
う
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
環
境
的
側
面
で
一
足
先
に
い
る
国
で
書

か
れ
た
本
書
か
ら
持
続
可
能
性
の
意
味
を
よ
り
深
く

学
べ
る
の
で
は
な
い
か
。�

（�

投
稿
・
Ｂ
Ｂ
Ｍ 

）

�

（
四
四
五
頁　

税
込
三
〇
八
〇
円　

11
月
刊
）
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私
が
つ
か
ん
だ

コ
モ
ン
と
民
主
主
義岸

本
聡
子
著

晶
文
社

　

国
が
信
じ
ら
れ
な
い

政
治
が
信
じ
ら
れ
な
い

役
所
が
信
じ
ら
れ
な
い

…
…
「
嫌
な
ら
出
て
い

け
」。
い
や
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
も
っ
と
良
く
し
た

い
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
け
ど
？

　

そ
ん
な
当
た
り
前
の
思
い
を
抱
え
つ
つ
、
行
動
に

移
し
か
ね
て
い
る
学
生
に
は
、
こ
の
本
を
お
勧
め
し

た
い
。
著
者
の
岸
本
は
、
水
道
の
再
公
営
化
を
は
じ

め
と
す
る
世
界
中
の
社
会
運
動
に
参
加
し
、
支
援
を

続
け
て
き
た
活
動
家
で
あ
る
。
そ
の
輝
か
し
い
実
績

と
は
裏
腹
に
、
自
分
の
短
所
に
つ
い
て
彼
女
は
書
き

綴
る
。
ま
ず
自
信
が
な
い
。
お
金
も
あ
る
わ
け
で
は

な
い
し
、
語
学
に
長
け
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ

ん
な
等
身
大
の
自
分
と
向
き
合
っ
た
体
験
と
、
実
践

か
ら
つ
か
み
と
ら
れ
た
政
治
的
主
張
か
ら
、
本
書
は

構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
己
の
無
力
さ
を

知
る
若
い
世
代
に
寄
り
添
い
、
応
援
す
る
よ
う
な
一

冊
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
「
な
い
」
か
ら
始
ま
る
の
が
岸
本
流
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
資
金
調
達
に
奔
走
し
、
語

学
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
向
上
の
た
め
に
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
試
し
、
得
意
じ
ゃ
「
な
い
」
と
分
か
れ

ば
他
の
可
能
性
を
模
索
す
る
。
完
璧
で
も
十
分
で
も

な
い
現
状
を
バ
ネ
に
す
る
様
が
、
著
者
の
私
的
な
記

述
か
ら
も
窺
え
、
そ
し
て
そ
の
姿
勢
は
、
簡
潔
に
示

さ
れ
る
彼
女
の
公
的
な
理
念
と
不
可
分
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
そ
の
発
言
を
切
り
取
り
引
用

す
る
こ
と
が
、
は
ば
か
ら
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
に
。

　

北
山
エ
リ
ア
再
開
発
や
北
陸
新
幹
線
延
伸
な
ど
、

現
在
の
京
都
で
も
数
々
の
社
会
問
題
が
あ
り
、
市
民

が
声
を
上
げ
続
け
て
い
る
。
活
動
家
だ
っ
た
岸
本
は

昨
年
東
京
都
の
区
長
と
な
っ
た
。
力
「
な
き
」
人
々

の
奮
闘
に
こ
そ
、
未
来
が
「
あ
る
」。�

（�

と
よ 

）

�

（
二
二
四
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

7
月
刊
）

　

大
卒
者
は
多
す
ぎ
る

─
─
た
と
え
ば
こ
ん
な

「
批
判
」
に
、
印
象
論

以
上
の
応
答
を
試
み
る

の
な
ら
、
本
書
第
4
章
4
節
を
読
も
う
。「
教
育
過

剰
」
を
世
界
標
準
の
教
育
経
済
学
が
論
じ
て
い
る
。

理
論
と
主
要
テ
ー
マ
を
幅
広
く
収
め
た
一
冊
が
来
た
。

本
書
が
読
ま
れ
る
べ
き
理
由
の
第
一
で
あ
る
。

　

評
者
の
み
た
と
こ
ろ
、
本
書
は
大
別
し
て
二
部
構

成
と
な
っ
て
い
る
。
序
論
的
な
第
1
章
か
ら
、
経
済

成
長
な
ど
の
マ
ク
ロ
経
済
、
そ
し
て
諸
個
人
へ
の
教

育
効
果
の
基
礎
理
論
（
第
2
章
～
第
5
章
）
と
、
教

育
費
負
担
や
政
府
の
役
割
を
め
ぐ
る
公
共
経
済
学
的

議
論
を
検
討
す
る
第
6
章
ま
で
が
理
論
編；

民
営
化
、

学
校
選
択
制
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
学
び
直
し
、
国
際
化

の
そ
れ
ぞ
れ
を
扱
う
第
7
章
か
ら
第
11
章
ま
で
が
テ

ー
マ
編；

第
12
章
は
独
自
の
議
論
も
交
え
た
分
野
の

展
望
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
か
ら

現
代
ま
で
、
主
と
し
て
英
語
圏
の
研
究
が
幅
広
く
参

照
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
日
本
で
の
事
例

に
も
多
々
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
充
実
っ
ぷ
り
で

税
込
三
三
〇
〇
円
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
し
た
事
件

で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
書
い
て
言
う
の
も
間
が
悪
い
が
、

評
者
は
著
者
と
面
識
が
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
、
仕
込
み

客
や
回
し
者
の
類
で
は
な
い
）。
本
書
を
読
む
に
つ

れ
、
─
─
こ
う
呼
ば
せ
て
も
ら
お
う
─
─
松
塚
先
生

が
、
規
範
理
論
や
歴
史
研
究
に
も
並
々
な
ら
ぬ
関
心

を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
。
本
書
で
も
、

教
育
機
会
の
平
等
と
公
平
の
問
題
や
、
学
校
教
育
と

国
民
形
成
の
問
題
な
ど
、
規
範
的
、
歴
史
的
、
社
会

学
的
議
論
が
随
所
で
参
照
さ
れ
て
い
る
。
確
か
な
専

門
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
学
際
指
向
。
こ
れ
も
、
本
書

が
読
ま
れ
る
べ
き
理
由
に
間
違
い
な
い
。�

（�

侯
爵 

）

�

（
三
六
〇
頁　

税
込
三
三
〇
〇
円　

8
月
刊
）

概
説
　
教
育
経
済
学

松
塚
ゆ
か
り
著

日
本
評
論
社
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新
宗
教
と
巨
大
建
築

五
十
嵐
太
郎
著

青
土
社

　

千
鳥
破
風
を
屋
根
に

配
し
た
高
層
建
物
が
城

壁
の
よ
う
に
立
ち
並
ぶ

天
理
市
の
街
並
み
や
、

粘
土
の
よ
う
な
造
形
で
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を

も
つ
Ｐ
Ｌ
教
団
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
、
新
宗
教
建

築
は
異
質
な
空
気
を
放
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ

れ
ら
の
多
く
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
そ

ん
な
近
代
以
降
の
宗
教
建
築
の
空
間
を
、
建
築
史
家

で
あ
り
建
築
批
評
家
と
し
て
も
第
一
線
で
活
躍
し
て

い
る
五
十
嵐
太
郎
が
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

五
十
嵐
は
、
新
宗
教
建
築
は
「
キ
ッ
チ
ュ
」
で

「
ア
ナ
ク
ロ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
人
々
に
植
え
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
メ
デ
ィ
ア
が
建

築
を
紹
介
す
る
際
、
古
建
築
で
あ
れ
ば
、
歴
史
的
な

由
緒
や
価
値
が
説
明
さ
れ
る
の
に
対
し
、
新
宗
教
建

築
で
話
題
に
な
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
建
設
費
用
で
あ
り
、

豪
華
さ
な
ど
が
「
う
さ
ん
く
さ
そ
う
に
」
語
ら
れ
る

と
い
う
。
本
書
に
建
築
へ
の
批
評
的
な
描
写
は
少
な

く
、
第
三
者
的
な
立
場
で
の
語
り
を
重
視
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
各
宗
教
の
歴
史
を
遡
り
な
が

ら
、
教
団
の
発
展
と
と
も
に
思
想
が
ど
う
建
築
に
反

犠
牲
者
意
識
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

―
―
国
境
を
超
え
る「
記
憶
」の
戦
争

林
志
弦
著　

澤
田
克
己
訳

東
洋
経
済
新
報
社

　

ま
ず
、
評
者
は
本
書

を
読
む
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
。「
ヨ
ー
コ
の
物

語
」、
朝
鮮
・
満
州
か

ら
の
引
揚
げ
時
に
日
本
人
女
性
が
現
地
人
に
脅
さ
れ
、

強
姦
さ
れ
る
話
で
あ
る
。
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
こ
の
逸
話
の
本
が
、
ア
メ
リ
カ
で
推
薦
図

書
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
在
米
韓

国
人
た
ち
が
抗
議
す
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
本

書
は
始
ま
る
。

　

な
ぜ
、
こ
の
話
が
問
題
視
さ
れ
る
の
か
。
先
の
大

戦
に
お
け
る
日
本
＝
加
害
者
、
朝
鮮
＝
被
害
者
と
い

う
二
分
法
が
、
こ
の
話
の
中
で
は
逆
転
し
て
し
ま
う

か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
は
被
害
者
の
立
場
に
あ
る
者

が
別
の
面
で
は
加
害
者
と
な
る
。
似
た
よ
う
な
例
と

し
て
本
書
の
中
で
は
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
蹂
躙
さ
れ

た
被
害
者
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
巡
っ

て
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
加
害
者
の
立
場
に
な
り
、

そ
し
て
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
よ
っ
て
迫
害
さ
れ
た
ユ
ダ

ヤ
人
が
一
方
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
後
の
パ
レ
ス
チ

ナ
人
に
対
し
加
害
を
続
け
て
い
く
と
い
っ
た
問
題
を

取
り
上
げ
、
分
析
を
試
み
る
。

　

た
し
か
に
、
被
害
者
と
な
っ
た
者
の
苦
痛
や
悲
惨

の
大
き
さ
を
過
小
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し

同
時
に
、
加
害
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
相
手
の
苦
痛

に
そ
れ
だ
け
誠
実
に
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ど
ち
ら
の
方
が
、
と
い
っ
た
比
較
や
、
ど
っ
ち
も
ど

っ
ち
、
と
い
っ
た
責
任
放
棄
の
よ
う
な
思
考
に
陥
る

こ
と
な
く
考
え
ら
れ
る
か
、
本
書
を
読
む
に
つ
れ
て

そ
の
難
し
さ
を
再
度
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

　

被
害
者
と
し
て
の
意
識
だ
け
を
都
合
良
く
記
憶
に

残
す
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て

今
も
続
い
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本
書
が
持
つ
意

味
合
い
は
大
き
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
五
六
〇
頁　

税
込
三
五
二
〇
円　

7
月
刊
）

映
さ
れ
て
き
た
か
を
丁
寧
に
追
っ
て
い
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
現
代
建
築
や
古
寺
に
つ
い
て
語
る

言
葉
を
持
っ
て
い
て
も
、
近
代
以
降
の
宗
教
建
築
を

考
え
る
た
め
の
素
材
を
持
た
な
い
。」
と
著
者
は
言
う
。

確
か
に
、
信
者
で
は
な
い
評
者
に
と
っ
て
、
新
宗
教

建
築
は
ど
こ
か
別
世
界
の
も
の
と
い
う
意
識
が
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
本
書
の
後
半
に
は
、

美
術
館
建
築
と
宗
教
の
関
係
や
、
式
を
目
的
に
建
て

ら
れ
た
「
結
婚
式
教
会
」
な
ど
よ
り
身
近
な
場
所
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
て
、
私
た
ち
は
決
し
て
新

宗
教
と
無
縁
で
は
な
い
と
感
じ
た
。
宗
教
と
建
築
空

間
、
宗
教
と
日
本
の
関
係
を
学
べ
る
一
冊
。（�

茫
漠 

）

�

（
四
四
五
頁　

税
込
三
〇
八
〇
円　

11
月
刊
）
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世
界
イ
ン
フ
レ
の
謎

渡
辺
努
著

講
談
社
現
代
新
書

ス
ピ
ノ
ザ

―
―
読
む
人
の
肖
像

國
分
功
一
郎
著　

岩
波
新
書

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
民
主
制

橋
場
弦
著

岩
波
新
書

　

近
年
刊
行
さ
れ
た
新
書
の
中
で
最
も
骨
の
あ
る
新

書
を
一
冊
選
べ
と
言
わ
れ
た
ら
、
私
は
間
違
い
な
く

本
書
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
こ
の
本
が
今
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
、
日
本
社
会
へ
の
一
つ
の

確
信
を
手
に
す
る
。
こ
の
社
会
は
ま
だ
、「
読
む
力
」

を
失
っ
て
い
な
い
の
だ
と
。

　

ス
ピ
ノ
ザ
―
―
近
代
哲
学
に
圧
倒
的
な
影
響
を
与

え
た
哲
学
者
、
デ
カ
ル
ト
と
は
違
う
も
う
一
つ
の
合

理
主
義
を
描
い
た
存
在
。
そ
の
射
程
は
広
く
そ
の
思

惟
は
深
い
。
主
著
『
エ
チ
カ
』
は
岩
波
文
庫
で
読
め

る
が
、
畠
中
尚
志
の
名
訳
を
も
っ
て
し
て
も
挫
折
し

て
し
ま
う
。
な
ら
ば
本
書
を
伴
読
本
と
し
て
手
に
し

よ
う
。
著
者
・
國
分
功
一
郎
は
そ
の
半
生
を
ス
ピ
ノ

ザ
の
読
解
に
捧
げ
て
い
る
。
彼
の
言
葉
を
通
し
て
ス

ピ
ノ
ザ
の
半
生
、
そ
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
の
読
書
が
見
え

て
く
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
読
む
人
だ
っ
た
、『
デ
カ
ル

ト
の
哲
学
原
理
』
で
は
徹
底
的
に
デ
カ
ル
ト
を
読
む

こ
と
で
自
身
の
哲
学
を
作
っ
て
い
っ
た
。
読
む
と
は

時
に
書
く
以
上
に
自
ら
を
変
革
す
る
行
為
と
な
る
。

　

そ
ん
な
ス
ピ
ノ
ザ
を
國
分
は
読
み
、
そ
の
國
分
の

本
を
我
々
は
読
む
―
―
読
む
人
の
肖
像
。
深
い
読
書

体
験
に
人
々
を
導
く
本
だ
。�

（�
き
も
の 

）
�

（
四
三
二
頁　

税
込
一
四
〇
八
円　

10
月
刊
）

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
世
界
的
イ
ン
フ
レ
の
主
原

因
」、
と
日
本
で
は
報
道
さ
れ
る
が
、
著
者
の
渡
辺
努

氏
は
供
給
不
足
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。

東
大
教
授
の
著
者
が
、
経
済
学
を
専
門
と
し
な
い
人

向
け
に
現
状
と
今
後
を
本
書
で
明
快
に
解
説
す
る
。

　

世
界
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
イ
ン
フ
レ
は
需
要
側

に
問
題
が
あ
っ
た
。
例
と
し
て
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
。
こ
の
時
、
人
々
が
消
費
や
投
資
を
控
え
た
こ
と

で
イ
ン
フ
レ
が
発
生
し
た
。
こ
こ
か
ら
中
央
銀
行
は

買
い
／
売
り
オ
ペ
に
よ
る
制
御
を
会
得
し
た
が
、
今

の
急
性
イ
ン
フ
レ
に
は
通
用
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
生
産
の
遅
延
や
労
働
供
給

の
減
少
等
、
供
給
側
の
問
題
で
今
の
イ
ン
フ
レ
が
発

生
し
て
い
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
物
価
も
賃
上
げ
も
起

き
な
い
慢
性
デ
フ
レ
と
い
う
病
も
日
本
は
抱
え
て
い

る
。
著
者
曰
く
、
日
本
は
岐
路
に
立
っ
て
い
る
―
―

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
陥
る
か
、
物
価
と
賃
金
が

適
切
に
上
昇
す
る
正
常
な
経
済
軌
道
に
乗
る
か
。

　

人
々
の
イ
ン
フ
レ
予
想
が
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す

ら
し
い
が
、
だ
と
す
れ
ば
日
本
経
済
の
命
運
は
日
本

で
生
活
す
る
人
々
に
懸
か
っ
て
い
る
。
日
本
で
生
き

て
い
る
以
上
、
傍
観
者
で
は
い
ら
れ
な
い
。（�

前
髪 

）

�

（
二
六
四
頁　

税
込
九
九
○
円　

10
月
刊
）

　

古
代
ギ
リ
シ
ア
、
貴
賤
に
関
係
な
く
成
年
男
子
市

民
全
員
に
投
票
権
が
認
め
ら
れ
た
社
会
。
順
繰
り
に

支
配
し
、
支
配
さ
れ
る
関
係
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

国
事
に
関
わ
る
機
会
が
、
彼
ら
の
す
ぐ
傍
に
転
が
っ

て
い
た
の
だ
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア

で
の
「
民
主
制
（
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ア
）」
と
は
誰
か

に
教
え
ら
れ
る
理
念
な
ど
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
人
生
に
直
結
し
た
「
生
き
る
も
の
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
著
者
は
古
代
の
民
主
制
と

近
代
民
主
主
義
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
い
る
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
民
主
主
義
は
、
政
治
的
進
歩

と
し
て
教
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近
代
民
主
主
義
が

与
っ
て
い
る
は
ず
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
民
主
制
が
評
価

さ
れ
始
め
た
の
は
、
ほ
ん
の
一
世
紀
前
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
以
前
に
は
「
衆
愚
政
」
と
揶
揄
さ
れ
、
ロ

ー
マ
共
和
制
へ
の
称
讃
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
。
本
書

は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
民
主
制
の
成
立
過
程
と

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
だ
が
、
そ
の
特
徴
は
、

古
代
民
主
制
が
、
近
現
代
民
主
主
義
に
い
か
な
る
遺

産
を
残
し
て
／
残
さ
ず
に
い
る
の
か
を
描
い
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。
古
代
の
回
顧
と
い
う
新
た
な
視
点
か

ら
民
主
主
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。（�

は
ら
ん 

）

�

（
二
六
八
頁　

税
込
九
九
〇
円　

9
月
刊
）

新書コーナー新書コーナー
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私の本棚

美
と
政
治
の
交
錯

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
っ
と
も
注
目
を
浴
び
た
哲
学
者
の
一
人
は
、
ジ
ョ
ル

ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
だ
ろ
う
。
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
人
々
の
移
動
は
制
限

さ
れ
た
。
政
府
が
リ
ス
ク
の
た
め
に
人
間
の
生
活
に
大
き
く
関
与
し
て
い
く
事

態
に
い
ち
早
く
警
戒
を
示
し
た
の
が
ア
ガ
ン
ベ
ン
で
あ
っ
た
。
人
々
の
命
を
守

る
こ
と
は
大
事
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
社
会
的
生
を
貶
め
て
は
な
ら
な
い
と
。

　

こ
う
し
た
警
告
に
対
し
て
世
間
の
反
応
は
冷
や
や
か
だ
っ
た
。「
ア
ガ
ン
ベ

ン
は
命
を
軽
視
し
て
い
る
」「
七
〇
を
超
え
た
か
つ
て
の
思
想
家
の
戯
言
な
の

だ
」
と
。
し
か
し
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
理
解
す

る
た
め
に
は
ア
ガ
ン
ベ
ン
を
読
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

美
と
政
治
の
哲
学

　

今
月
号
の
特
集
に
倣
っ
て
ま
ず
は
自
伝
か
ら
紹

介
し
よ
う
。『�

書
斎
の
自
画
像 

』（
月
曜
社
）
は
ア

ガ
ン
ベ
ン
自
身
が
書
い
た
半
生
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
出
会
い
、
ア
ー
レ
ン
ト
と
の
縁
、

読
ん
だ
作
品
、
出
会
っ
て
き
た
絵
画
、
よ
く
み
る
夢
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
ら
し
く
、

ま
る
で
一
つ
の
エ
ッ
セ
イ
、
一
つ
の
小
説
を
読
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
本
書
は

展
開
し
て
い
く
。
自
伝
と
い
う
の
は
こ
ん
な
に
も
自
由
に
書
け
る
も
の
な
の
か

と
い
う
感
慨
と
共
に
、
そ
の
自
由
さ
に
こ
そ
ア
ガ
ン
ベ
ン
と
い
う
人
間
が
現
れ

て
い
る
。

　

ア
ガ
ン
ベ
ン
の
中
で
、
文
学
や
美
学
と
い
っ
た
事
柄
と
法
や
政
治
と
い
っ
た

事
象
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
多
く
の
作
家
や
芸
術
作
品
と
の
出
会
い
が
、
彼
の

中
で
美
だ
け
で
な
く
政
治
を
語
っ
て
い
く
礎
と
な
る
。
数
多
の
関
心
領
域
を
知

る
だ
け
で
も
本
書
を
読
む
価
値
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

続
い
て
紹
介
し
た
い
の
は
『�

裸
性 

』（
平
凡
社
）
で
あ
る
。
美
の
対
象
で
あ

り
、
規
制
の
的
と
な
る
人
間
の
裸
と
い
う
主
題
に

ア
ガ
ン
ベ
ン
の
筆
致
が
光
る
。

　

何
故
私
た
ち
は
恥
ら
い
と
と
も
に
し
か
裸
に
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。
か
つ
て
エ
デ
ン
に
い

た
頃
裸
で
あ
る
こ
と
に
躊
躇
い
は
な
か
っ
た
の
に
、
知
恵
の
実
を
食
べ
た
こ
と

で
何
故
私
た
ち
は
裸
を
恥
ず
か
し
が
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
人
間

の
身
体
の
中
で
も
、
何
故
顔
だ
け
が
ベ
ー
ル
を
纏
わ
な
い
ま
ま
曝
け
出
さ
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
と
さ
ら
美
醜
の
判
断
を
さ
れ
な
が
ら
。

　

裸
を
め
ぐ
る
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
思
考
は
、
美
学
や
芸
術
批
評
を
通
じ
な
が
ら
深

く
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
く
。

　

聖
と
邪
の
重
複

　

そ
し
て
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
代
表
作
で
あ
り
彼
の
名
を
世
界
に
知
ら
し
め
た
作
品

が
『�

ホ
モ
・
サ
ケ
ル 

』（
以
文
社
）
で
あ
る
。

　

か
つ
て
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
（
聖
な
る
人
間
）
と
称
さ
れ
る
人
達
が
い
た
。
彼
ら

は
人
民
か
ら
排
除
さ
れ
た
人
間
で
あ
り
、
誰
か
が
殺
し
て
も
殺
人
罪
に
問
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
人
間
で
あ
っ
た
。
人
で
あ
り
な
が
ら
も
法
の
外
に
置
か
れ
る
邪

な
人
間
が
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
聖
と
邪
の
交
錯
、
法
的
に
規
定

さ
れ
る
非
合
法
な
部
分
。
こ
う
し
た
境
界
線
の
領
域
に
こ
そ
人
間
の
生
の
営
み

と
法
の
権
力
性
が
宿
っ
て
い
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
ナ
チ
ス
下
に
お
け
る
ア
ウ
シ

ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
生
き
な
が
ら
に
死
に
極
限
ま
で
近
づ
く
収
容
所
を
媒
介
し
て
、

ホ
モ
・
サ
ケ
ル
を
近
代
に
提
示
し
て
い
く
。

　

収
束
の
見
え
な
い
感
染
症
の
中
で
、
規
制
権
力
の
方
に
警
戒
を
呼
び
掛
け
た

思
想
家
。
彼
の
哲
学
の
中
で
、
た
だ
生
き
る
の
で
は
な
く
、
人
と
し
て
生
き
る

こ
と
の
重
要
性
と
限
界
が
示
唆
さ
れ
る
。�

（�

き
も
の 

）
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私の本棚

経
済
学
の
現
在
地
を
ち
ら
り

　

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
記
念
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
立
銀
行
経
済
学
賞
、
い0

わ
ゆ
る

0

0

0

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
の
二
〇
二
二
年
受
賞
者
三
人
の
一
人
が
元
Ｆ
Ｒ
Ｂ

議
長
ベ
ン
・
バ
ー
ナ
ン
キ
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
部
界
隈
を
賑
わ
せ
た
。
経
済
活

動
、
と
り
わ
け
金
融
危
機
に
お
け
る
銀
行
の
役
割
に
つ
い
て
の
研
究
が
受
賞
理

由
で
あ
る
。
選
考
委
員
会
公
表
の
解
説
を
読
む
と
、
バ
ー
ナ
ン
キ
の
業
績
は
理

論
と
実
証
の
両
方
に
お
け
る
マ
ク
ロ
経
済
学
の
研
究
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、

他
方
、
同
じ
く
受
賞
者
の
ダ
グ
ラ
ス
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
デ
ィ

ビ
ッ
グ
の
業
績
は
情
報
の
経
済
学
や
ゲ
ー
ム
理
論
を
駆
使
し
た
ミ
ク
ロ
経
済
学

の
研
究
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
（
そ
の
中
核
を
な
す
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
＝
デ

ィ
ビ
ッ
グ
・
モ
デ
ル
」
の
説
明
は
『
金
融
シ
ス
テ
ム
の
経
済
学
』
に
詳
し
い
）。

ま
た
、
解
説
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
バ
ー
ナ
ン
キ
の
八
三
年
の
論
文
で
は
ダ
イ

ア
モ
ン
ド
＝
デ
ィ
ビ
ッ
グ
の
モ
デ
ル
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
一

連
の
実
証
研
究
は
ふ
た
り
の
モ
デ
ル
を
支
持
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
今
年
の
受

賞
者
の
顔
ぶ
れ
は
、
ま
さ
し
く
、
経
済
学
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
総
合
の

進
展
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
で
は
、
そ
の
核
心
は
な
に
か
。

　
『�

経
済
学
と
合
理
性 

』（
岩
波
書
店
）
は
、
そ
の
よ
う
な
、
経
済
学
に
お
け
る

ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
総
合
を
論
じ
る
。
そ
も
そ
も
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
と
マ
ク
ロ
経

済
学
─
─
個
人
や
家
計
、
企
業
な
ど
、
経
済
を
構
成
す
る
個
々
の
主
体
を
分
析

す
る
か
、
経
済
成
長
や
貿
易
収
支
な
ど
、
個
々
の
主
体
が
集
合
的
に
構
成
す
る

経
済
の
総
体
を
分
析
す
る
か
─
─
、
こ
の
両
者
に
は
長
ら
く
共
通
の
分
析
手
法

は
存
在
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
書
は
、「
合
理
性
の
再
検
討
」

と
「（
マ
ク
ロ
経
済
学
の
）
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
」
の
ふ
た
つ
に
着
目
し
、
そ

の
先
に
あ
る
「
標
準
的
経
済
学
」
の
展
望
を
試
み
る
。
第
2
章
ま
で
、
経
済
学

史
と
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
・
ゲ
ー
ム
理
論
に
お
け
る
「
合
理
性
」
の
議
論
の
概
観

も
実
に
勉
強
に
な
る
が
、
本
書
の
「
読
み
ど
こ
ろ
」
は
な
ん
と
い
っ
て
も
第
3

章
以
降
で
あ
る
。
ミ
ク
ロ
経
済
学
・
ゲ
ー
ム
理
論
に
お
け
る
「
合
理
性
」
の
再

検
討
（
第
3
章
）
か
ら
、
マ
ク
ロ
経
済
学
に
お
け
る
「
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
」

─
─
各
経
済
部
門
の
同
質
性
を
仮
定
す
る
「
代
表
的
個
人
」
の
再
検
討
（
第
4

章
）、
そ
し
て
、「
ミ
ク
ロ
的
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
理
論
・
モ
デ
ル
構
築
と
ミ
ク

ロ
デ
ー
タ
の
活
用
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
ミ
ク
ロ
的
な
現
象
、
マ
ク
ロ
的
な
現

象
の
研
究
に
進
む
」、「
標
準
的
経
済
学
」
の
展
望
（
第
5
章
）
と
、
理
論
を
押

さ
え
つ
つ
、
経
済
学
が
ど
の
よ
う
に
「
合
理
性
」
の
概
念
を
彫
琢
し
て
き
た
の

か
を
解
説
し
て
い
る
。
本
書
を
通
覧
す
れ
ば
、
著
者
が
か
つ
て
の
自
身
を
引
き

合
い
に
出
し
て
述
べ
る
「
合
理
的
経
済
人
の
仮
定
は
非
現
実
的
」
と
い
う
（
お

そ
ら
く
、
あ
り
が
ち
な

0

0

0

0

0

）「
批
判
」
か
ら
は
卒
業
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
で
は

数
式
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
が
何
度
と
な
く
登
場
す
る
が
、
そ
の
前
後
で
し
ば
し
ば

「
直
感
的
に
は
」
と
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ど
う
に
か
そ
こ
ま
で
辿
り
つ

こ
う
。
あ
わ
せ
て
『
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
力
』（
日
本
評
論
社
）
と
『
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｓ

マ
ク
ロ
経
済
学
〔
新
版
〕』（
有
斐
閣
）
を
…
…
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
こ

れ
で
は
ほ
ぼ
経
済
学
部
の
新
入
生
で
あ
る
。
初
学
者
向
け
の
書
籍
と
し
て
『
ミ

ク
ロ
経
済
学
入
門
の
入
門
』（
岩
波
新
書
）
と
、
本
書
第
4
章
に
出
て
く
る

「
ソ
ロ
ー
・
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
『
経
済
数
学
入
門
の
入
門
』（
岩
波
新
書
）
の

第
7
章
、
さ
ら
に
、
本
書
全
般
に
関
わ
る
一
冊
と
し
て
『
経
済
学
の
哲
学
入

門
：
選
好
、
価
値
、
選
択
、
お
よ
び
厚
生
』（
勁
草
書
房
）
を
挙
げ
よ
う
。
そ

の
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅲ
部
の
議
論
は
『
経
済
学
と
合
理
性
』
の
第
2
章
と
第
3
章
に

概
ね
対
応
し
て
い
る
。
経
済
学
の
核
心
、「
合
理
性
」
を
正
面
か
ら
論
じ
る
一

冊
が
来
た
。
こ
れ
を
機
に
、
豊
穣
な
経
済
学
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
て
み
る

の
も
悪
く
は
な
い
。�

（�

侯
爵 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
今
回
の
「
魔
女
ト
レ
」
の
書
評
で
、「
京
大
生
の

姿
勢
が
悪
い
」
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い
て
、
自

分
の
こ
と
か
と
ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
。
気
を
つ
け
た

い
で
す
。�

（�

法
科
大
学
院
・
五
穀
豊
穣 

）

―
―
認
知
バ
イ
ア
ス
が
働
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
が
、
姿
勢
改
善
に
つ
な
が
る
の
な
ら
別
に
い
い

で
す
よ
ね
。
そ
れ
に
、
姿
勢
の
悪
さ
が
書
評
に
あ
る

通
り
「
長
く
勉
強
を
続
け
て
き
た
」
結
果
な
ら
、
そ

の
ま
ま
勲
章
と
し
て
誇
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

〇
は
じ
め
て
手
に
と
っ
た
の
で
す
が
、
小
冊
子
と
思

え
な
い
字
の
密
度
で
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
積
ん
読
が

増
え
そ
う
な
、
魅
力
的
な
書
評
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。�

（�

エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
・
ズ
ル
ズ
キ
ン 

）

―
―
こ
の
度
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ア
ナ
ロ
グ
な
紙
媒
体
で
あ
る
『�

綴
葉 

』
な
ら
で
は
の

出
会
い
を
体
験
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
、
心
か
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
（
遠
方
の
方
は
生
協
Ｈ
Ｐ
で
！
）。

○
特
集
「
あ
な
た
の
書
評
が
見
て
み
た
い
」
を
読
ん

で
い
る
と
、
本
の
装
丁
を
カ
バ
ー
で
隠
し
て
お
す
す

め
コ
メ
ン
ト
だ
け
で
選
ぶ
目
か
く
し
書
店
を
連
想
し

ま
し
た
。
意
外
性
を
求
め
る
わ
く
わ
く
感
を
く
す
ぐ

り
ま
す
ね
。�

（�

防
災
研
・
千
日
紅 

）

―
―
た
し
か
に
。
他
薦
図
書
の
書
評
は
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
交
換
会
み
た
い
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。�

（�

と
よ 

）

　今月号をもって『�綴葉 』の活動から離れる
ことにした。私がこの組織に加わったのはパ
ンデミック到来直後であり、慣れない zoom
会議で原稿をチェックし合う先輩委員たちの
様子が、いまも記憶に残っている。その後委
員の顔を覚え、何度も退職者を見送り新人を
迎え入れ、沢山の書評を書き連ねてきた。
　書評のみならず様々な仕事にあたる中で、
仲間に迷惑をかけ、自分の実力不足を嘆く日
も少なくなかった。だが、今日までこの組織
に在籍したこと自体に後悔はない。生協職員
や読者の方々をはじめ、多くの人々に支えら
れている『�綴葉 』は、世界でも希少な執筆の
場である。書き手同士が切磋琢磨し、自由に
書物の輝きを言葉に織り込む日々を通して、
私は自分の書いた文章に、いつしか愛着を覚
えるようになっていた。自分の存在を決して
肯定できずにいる人間にとって、これは大き
な成長だろう。そのような愛を育む時間を与
えてくれた集まりに、心から感謝している。
今まで本当にありがとうございました。
　次の段階として、自分の言葉に恥じない人
間となり、言葉と信じ合うような関係を維持
していきたい。本誌の使命については、これ
からの担い手にお任せする。それでは皆様、
次号の『�綴葉 』にもご期待あれ。� （�とよ ）

当てよう！図書カード編集後記
　ワールドカップ、素晴らしい戦いでしたね。
今回はサッカーの起源ともいわれる「蹴鞠」
についてです。約1400 年前に中国から伝わっ
た蹴鞠。公家の中には蹴鞠を家業とし、流派
を持っている家もありました。その内の1つ、
飛鳥井家の屋敷跡は以下のどれでしょうか？
　1．上賀茂神社　　2．護王神社
　3．下鴨神社　　　4．白峯神宮
� （�黄丹 ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 3月 15 日です。

《10 月号の解答》 10 月号の問題の正解は、4．
のアンドロメダ座でした。夏や冬の大三角は
有名ですが、秋の四辺形はご存じでしたか。
読者カードにもありましたが、去年は皆既月
食の紅い月が印象的でしたね。図書カードの
当選者は、noa さん、五穀豊穣さん、テスラ
さん、にし乃さん、ズルズキンさんの 5名で
す。当選おめでとうございます。� （�とよ ）


